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日本産業規格          JIS 
 H 1121：2021 
 

鉛地金分析方法 

Methods for chemical analysis of lead metal 

 
1 適用範囲 

この規格は，JIS H 2105 に規定する鉛地金の銀，銅，ビスマス，アンチモン，ひ素，すず，鉄及び亜鉛

の定量方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS H 2105 鉛地金 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0115 吸光光度分析通則 

JIS K 0116 発光分光分析通則 

JIS K 0121 原子吸光分析通則 

JIS K 8001 試薬試験方法通則 

JIS K 8012 亜鉛（試薬） 

JIS K 8044 三酸化二ひ素（試薬） 

JIS K 8180 塩酸（試薬） 

JIS K 9550 ポリビニルアルコール（試薬） 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8402-1 測定方法及び測定結果の精確さ（真度及び精度）－第 1 部：一般的な原理及び定義 

 

3 一般事項 

分析に共通な一般事項は，JIS K 0050，JIS K 0115，JIS K 0116，JIS K 0121 及び JIS Z 8402-1 による。 

 

4 分析用試料の採取，取扱い及びはかりとり 

4.1 試料の採取 

試料の採取は，次による。 

a) 鋳込試料又は製品試料から切粉を採るときは，削り取った試料がその鋳込試料又は製品試料の品質を

代表するように，採取する箇所を試料の中央部又は中央部周辺に近い部分とする。試料は，試料面に

直角にドリルによるせん（穿）孔によって貫通させるか，又はその他これと同様な方法によって採る。 

b) ドリルによるせん孔によって切粉試料を採るときは，あらかじめドリルなどの工具類をエタノール，

アセトンなどを用いて清浄にする。試料採取箇所を，エタノールなどを用いて清浄にし，ドリルによ


